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求塚
2024 .11.29（金）
セルリアンタワー能楽堂  18 :00開場/18 : 30 開演



チケット申込み
○Ｂunkamuraチケットセンター　03-3477-9999（10:00-17:00）
○オンラインチケットMY Bunkamura　https://my.bunkamura.co. jp/
○東急シアターオーブ／Bunkamuraチケットカウンター　渋谷ヒカリエ2F（11: 00 -18 :00）
※営業時間は変更になる可能性がございます。
※都合により公演の一部（出演者･曲目等）を変更する場合がございます。
※未就学児の入場はご遠慮ください。
※お問合せ  セルリアンタワー能楽堂（平日10 :00-18 : 00、土日祝14 :30 -17 : 30）
　０３-３４７７-６４１２ https ://www.ceruleantower-noh.com/

第 三夜 「求塚」 （金剛流）　2024.11.29（金）18 :00開場／18:30開演 

※学生席は能楽堂のみにて取り扱います。購入の際に学生証の提示をお願いいたします。
※公演中止、または主催者がやむを得ないと判断する場合以外のチケットの払い戻しはいたしません。
　チケットご購入の際には、ご自身の体調や環境をふまえご判断くださいますようお願いいたします。

チケット料金（税込）
S（ 正 面 ） 席 ¥7,000　A（脇正面）席 ¥6,000
B（中正面）席 ¥5,000　学生（座敷）席 ¥3,500　

〇2024年11/19（火）18:30より事前講座を開催いたします。料金500円。（事前予約制）
　公演チケットをお持ちの方はチケットご提示にて無料でご参加いただけます。

〇能楽鑑賞に役立つ解説をタブレットでご覧いただける多言語字幕システム
　「能サポ」を導入いたします。ご利用希望の方は、公演当日貸出し受付にて
　お申し込みください。（1台500円、台数限定）
特別協力：金子 直樹　協力：友枝 雄人（シテ方喜多流）、成田 達志（小鼓方幸流）

次世代を担う能楽師、劇的に舞う。 渋谷に舞う。

チケット前売開始
MY Bunkamura 先行：9月28日（土）午前10時より 
一般発売：9月29日（日）午前10時より
※Bunkamuraでの一般発売日<9/28(土)>は、Bunkamuraチケットセンター電話およびオンラインチケット
   MY Bunkamura（PC・スマートフォン）での受付となります。 チケットカウンター（店頭）販売はございません。

セルリアンタワー東急ホテル　
★アフタヌーンティー付きチケット発売〈数量限定＆特典付き〉
★料亭「セルリアンタワー数寄屋」から公演を鑑賞できる特別プラン発売
※詳細はセルリアンタワー能楽堂ホームページをご確認ください

2019年よりスタートした「渋谷能」は、若手能楽師の芸の研鑽の場として、そしてお客様には末永く出演能楽師を応援していただく企画です。今年度は
出演者が曲目を選定し、意欲的に公演に臨みます。 第一夜の観世流は、寺造営の為の説教をする若き僧が、人商人に連れていかれた子供を助けるため、
子を返す代償として乞われるままに舞を舞う、ドラマチックでスピード感にあふれる「自然居士」。第二夜の金春流は、旅の僧に六条河原院のいわれを
語る汐汲みの老人が、やがて天皇の皇子・源融の霊として現れ、月光のもとで過去の栄華を語り優雅に舞う「融 笏ノ舞」。第三夜の金剛流は、
二人の男に求婚されたが決断できず命を絶った乙女が、死してなお男達の亡魂や地獄の鳥によって責められ八大地獄で苦しみ旅僧に救いを求め
る「求塚」を上演します。そして千秋楽はシテ方五流の仕舞、舞囃子の上演と、大蔵流・茂山千三郎出演の狂言が揃う、全四夜を開催いたします。

国内外から注目され、未来に向けて進化し続ける渋谷に、約650年の歴史を持つ芸能“能楽”の未来を担う
若手能楽師が集まり、現代と伝統の世界とを結ぶ―

後援 ： 一般財団法人 渋谷区観光協会

解説：金子　直樹
前シテ       里の女 ：
後シテ 菟名日処女 ：
ツレ　里の女 : 宇高 徳成
ツレ　里の女 : 湯川 稜
ワキ 旅僧：福王 知登
ワキツレ　従僧 : 村瀬 提　矢野 昌平
アイ　里人：髙澤 祐介
笛：竹市 学
小鼓：飯田 清一
大鼓：河村 大
後見：廣田 幸稔　豊嶋 幸洋
地謡  ：廣田 泰能　豊嶋 晃嗣　宇高 竜成　
　　　惣明 貞助　向井 弘記　見越 英明

金剛 龍謹

旅僧が都へ上る途中、摂津国生田の里に着くと、春まだ浅い野辺に数人の女がやって来て若菜摘みに興じます。僧が女たちにこの辺りの名所を尋ね聞き、更に古歌
にも歌われる求塚について問いますが知らないと答え、やがて連れ立って帰って行きますが、 一人残った女が僧を求塚へ案内し、塚のいわれを語ります。昔こ
の土地に住む菟名日処女（うないおとめ）が二人の若者に求婚され、迷った末に生田川の鴛鴦を仕留めた者と結婚すると言いますが、二人の矢は共に鳥に当たり勝
負がつかず、悩み果てた女は川に入水してしまいます。求塚はその女の墓であり、二人の男も後を追って塚の前で刺し違えたのでした。女は菟名日処女の亡霊で、
どうか罪を救って欲しいと言って塚の中へ消えます。 〈中入〉 僧は所の者に再び求塚のいわれを尋ね、 その夜、塚の前で読経をしていると菟名日処女の亡霊が現わ
れます。女の霊は弔いに感謝を述べますが、二人の男の亡魂や地獄の鳥となった鴛鴦に責められ八大地獄で苦しんでる有様を見せ、 再び 塚の陰に姿を消します。


